
1/11　景気ウォッチャー調査（令和７年２月調査）― 南関東（現状）―

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ ＊ ＊ ＊

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・町全体が少し盛り上がってきたようで、新しい客が少しず
つ増えている。そのため、店の雰囲気がやや良くなってい
る。

○

商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱高は堅調である。寒波が週末の人
出に影響することが心配されたが、都内の晴天率が高かった
こともあり、寒さからくる落ち込みはなかった。ファミリー
層や若年層の消費意欲も低くはない（東京都）。

○

一般小売店［文
房具］（経営
者）

来客数の動き ・前年11月から１月の各月と比較して、インバウンドの来客
数が２割近く増加している。また、学童用品のまとめ買い
や、高単価商材の買上が目立ち、前月より客単価が２～３割
程度高くなっている。近隣の大型文具店が撤退した影響もあ
るが、レジ客数が３割近く増加している（東京都）。

○

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

お客様の様子 ・２月は営業日がやや少ない分大変なところもあるが、店頭
はある程度の来客数があり、単価もそこそこである。外商も
大幅に伸びている。特に、官公庁関係が大きく増えている。
12月頃にカタログ配布などいろいろな種まきをしておいたこ
とが大きな要因とみている。何はともあれ、外商が大幅に伸
びており有り難い。

○

百貨店（総務担
当）

単価の動き ・前年秋頃に比べると、高額品購入の動きが戻ってきてい
る。また、外国人客の売上も伸び続けている（東京都）。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が101％、客単価も102％と微増している。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・２月は前年比で来客数104％、売上102.7％となっており、
客足が遠のくことなく、店舗を利用してくれている。単価に
ついては値上げの影響以上に上がっているとはいえない。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型車の受注が増えており、それ以外の新車も売れてい
る。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・決算月に向かっているが、来場者数が増えている（東京
都）。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・決算期に突入し、客の動きが活発になっている。

○

高級レストラン
（経理担当）

単価の動き ・人件費の高騰を背景に、サービス料を30％アップしてい
る。１人当たりの販売単価が比例して上昇しており、サービ
ス料アップが客に受け入れられていると判断できることか
ら、景気は良くなっている（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月はいつもより良い。大きなパーティーなどが多く入
り、その分の売上が結構ある。客もたくさん来店し、何件か
パーティーもあったため、やや良くなっている。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・年末は客単価が上がり景気も良かった。いつも１月に下降
する傾向があるため心配していたが、そのようなことはな
く、単価も上昇傾向にある（東京都）。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・米国政権の動き次第で為替市場が大きく変動する可能性が
ある（東京都）。

○

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（支配
人）

お客様の様子 ・ファミリー層が多くなっている（東京都）。

○

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・当社は不動産デベロッパー業と総合建設業である。インバ
ウンドを含めた観光用ホテルを扱っているが、かなりインバ
ウンドが増えてきているため、これからホテルの稼働率も上
がってくる。一方、建設業では、資材価格の高騰により、公
共工事を含め、スムーズな受注ができなくなっている。
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○
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約数が持ち直しつつある。

□

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・寒さが厳しかったため、浴室暖房などに動きがある。テレ
ビは、海外の番組に押されるなどしており、困ったものであ
る。通信関係の工事や照明工事などが動いている。

□

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・景気は良くなっていないが、以前よりも来客数が少し増え
てきている。なかなか契約には結び付かないものの、最近は
外国人客等が多くなっている（東京都）。

□

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・当社は印章関係を取り扱っているが、非常に低迷してい
る。個人用実印の使用機会などは当然あるはずだが、商売と
してはこれ以上ないくらい低迷している。

□

一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・コロナ禍以降、来客数は徐々に増えてきているものの、資
材高騰や円安の影響などで単価が上がり、売上が増加して
も、経費や人件費も増えているため、会社の内部留保の確保
が難しくなっている。大企業と違って、中小零細企業は社員
の賃金を上げたくても上げられない。

□
一般小売店
［傘］（店長）

来客数の動き ・雨量が少なく、傘の需要がないため、来客数は変わらず少
ない。

□

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・売上、来客数共に前年より伸びている。

□

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・売上が伸びず低調である。固定客は何とか続いているが、
なかなか新規受注が取れない。イベントでの売上、来客数は
以前と変わらないものの購買意欲は落ちている（東京都）。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・米や野菜等、生鮮品の値上がり傾向が止まらず、客に買い
控えが見受けられる。生鮮品の価格には寒波の影響もある
（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・食料品価格の上昇が継続しており、食料品全体では緩やか
な伸びを示している。バレンタイン商戦のピークを迎えた今
月は、和洋菓子の売上が伸びる一方、和洋酒、ビールの売上
が前年を割るなど、商品群により好不調がみられる。また、
高額品の動きが良く、特にブランド時計の売上は前年比２倍
を記録している。化粧品についてはインバウンドも堅調な動
きを見せている（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・バレンタイン催事は、多くの客が来場し、好調に推移し
た。高額品の動きが厳しい。好調なショップと不調なショッ
プとのかい離が大きい状況が続いている。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・売上の推移をみると堅調であるようにみえるが、食料品等
の値上がり傾向の影響も排除できない。客の消費行動から、
景気が上向いているという雰囲気は余り見受けられない（東
京都）。

□

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・高付加価値な消費に対するニーズは国内客、外国人客共に
高いままで推移している。ただし、３か月前からその基調に
大きな変化はない（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・インバウンドによる売上は相変わらず好調で、春節期間終
了後も高水準を維持している。来客数の伸びは縮小している
ものの、その分を客単価の上昇でカバーできている（東京
都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前年と比べ、今月は降雪もなく快晴が続き、来客数が伸び
ている。売上は、産地の天候不順により野菜や果物の供給が
減少し、価格も上がっているため、食料品は厳しい。特に、
バレンタインフェアは輸入チョコレートの価格が上昇し、販
売個数が減少したため前年を割っている。一方、インバウン
ドは大きく伸びている（東京都）。
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□

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・一例だが、館内テナントのうち、特にコーヒーを扱う店舗
において、コーヒー豆の値上がり幅が大きく、やむなく値上
げに踏み切ったところ、客の買い控えが続いている。一方、
青果店では、若干価格が上がっても必要に迫られて購入する
傾向にあり、売上自体は減っていない（東京都）。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・引き続きインバウンドが堅調で、特に大きな変化はみられ
ない（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・海外観光客は春節のずれの影響もあり若干鈍化したもの
の、引き続き高い伸び率を示している。国内需要もバレンタ
インを中心に好調に推移している（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・引き続き好調な化粧品に加え、今月はアパレルも好調に推
移している。催事も主力の物産展が大きくプラスとなってい
る。しかし、野菜の価格高騰など生鮮品を中心に食料品は厳
しく、全体としては景気は良いとも悪いともいえない。

□

百貨店（財務担
当）

販売量の動き ・円高に若干振れていることや、物価高などの懸念から、国
内客、インバウンド共に販売量に大きな変化はない（東京
都）。

□
百貨店（管理担
当）

販売量の動き ・気温の上昇とともに衣料品などの動きがやや良くなってい
る（東京都）。

□

百貨店（店長） お客様の様子 ・衣料品、雑貨、リビングでは新生活に対応したニーズが出
ている。また、近隣マンションの入居が開始され、数か月前
から上向き感を維持している。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・販売量の動きがやや悪くなっている。単価が上がっている
ため何とか釣合いが取れている状況である。前年10月に近く
に大型競合店ができた影響で、売上がやや落ちている。

□

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・値上げが続いているなかで、価格を吟味した買物をする客
が増えてきている。価格を切り口にした特売のときにまとめ
て買って、後は必要な分だけ購入していたり、周りの競合店
を含めて買い回りをしている。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は前年並みを維持しているものの、買上点数の前年
割れが依然として続いている（東京都）。

□

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・生活防衛意識がまだ強いようで、販売量、来客数は依然と
して前年を下回っている。単価の上昇傾向が継続しており、
単価の上昇分が販売量、来客数の減少分を若干上回っている
ため、売上が伸びている。しかし、特売構成割合が増加して
いるため、利益率は減少傾向である（東京都）。

□

スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・生活必需品である米、野菜、卵等を筆頭に食料品の価格高
騰が続いており、１品単価が６％ほど上昇しているため、売
上は前年を４％ほど上回っている。

□
スーパー（食品
担当）

単価の動き ・値上げが止まらず、特に米価が２倍に近い。買上単価が上
がっているため売上は良い（東京都）。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・来客数の減少がみられる。

□

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・１月から売上が前年比４％程度アップしている。来客数及
び買上点数には大きな変化がないため、商材価格の高騰が売
上増加の要因と捉えている。

□

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・今年に入ってから横ばいが続いている。物価高が当面続く
との見込みから、余計な物は買わない流れができている（東
京都）。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・価格を意識した販売促進が奏功し、販売量、来客数共に好
調を維持している（東京都）。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・商品単価が上がっても購買意欲は変わっていない。多少の
値上がりは許容されている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年比103.6％と、トレンドとしては変わってい
ない。

□
コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・全体的に上向き傾向だったが、天候不順により頭打ちに
なっている（東京都）。
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□

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・ビル閉店セール、着物やドレスの自社展示会がけん引し、
計画100％をクリアしている。企画の特殊要因で売上を確保
できている状況であり、残念ながらマーケットそのものは横
ばいである。ただし、マーケットの志向として、価格重視か
ら客にとって価値ある品への購買に移行しつつある（東京
都）。

□
衣料品専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数が増え、売上は好調だが、目的購入が多く、不要な
物、ついで買いがなく、販売量が落ちている。

□

家電量販店（店
長）

単価の動き ・大きく景気が回復している実感はないが、新生活を含む
引っ越しによるシングル需要が増えるなか、単価の上昇がう
かがえる。もちろん物価上昇による商品単価の上昇もあい
まってだが、ボトム商材だけで選ぶというより、保証が充実
している高単価商材を選ぶ客も増えている。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前月同様に来客数は少なく、土日も増えてこない。物流は
安定しているが、物価上昇が主因である。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売は余り芳しくな
い。前年度に比べて２割減少している。

□
乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・需要が多い月ではあるものの、販売が伸長していない。

□
乗用車販売店
（営業）

お客様の様子 ・来客数が減り、購買意欲も低下しているため、受注台数が
減っている。

□

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・今月は晴天が続き、客の来店が多い。花粉も飛び始めてい
るため、売上の伸びが期待できる。

□

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・販売量の動きは前年と変わらないため、景気は余り良くな
い。

□

その他専門店
［貴金属］（統
括）

それ以外 ・販売数量が減少しているものの、販売単価が上昇している
ことから、売上額全体は増加している。この傾向は以前と変
わっていない（東京都）。

□

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

単価の動き ・相変わらず仕入価格が高いままの状況が続いており、利益
が上がっていない（東京都）。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・２月は特段大きな動きはない。

□
高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・今月の実績は、2019年比では来客数79.9％、客単価
129.4％、売上103.4％となっている（東京都）。

□

高級レストラン
（役員）

それ以外 ・引き続き来客数、予約などの受注については上向き傾向で
はあるものの、仕入れなどの原価、光熱費などのコスト増加
により、利益的には厳しい（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べて、米価や物価全般が上がっており、飲食
店は本当に苦しい。客も物価が上がっている分、苦しくなっ
ているため、外食を控えている。

□

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・このまま昼しか客が来ないという状況は、飲食店にとって
は相当厳しいものになる。居酒屋などの業態が厳しいよう
に、他の飲食店でも夜の客入りが少なくなっていると実感し
ている。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月も平日は落ち着いた来客数の動きで対応できている
が、やはり土日になるとかなりの来客数があり、店外で並ん
で待つ姿も多い。ここ何か月かは同じように毎週末多くの客
が並んでいる（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・円安と物価高により、心理的に警戒感が強まっている。ま
た、１月以降寒波が襲来し、メディアから天候に関する警告
が報じられたことによっても客足が減った。業者側として
は、米価高騰や原材料高、人件費高騰も響いている。

□

その他飲食［カ
フェ］（経営
者）

それ以外 ・周辺地域で建築工事が急増するなか、シェアハウスやワー
キングスペースルーム等、新しいタイプの住居が増加してい
る（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)



5/11

□

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

単価の動き ・急激な原材料費、人件費の増加に対し価格転嫁交渉を行っ
ているが、取引先も理解を示すところが多く、利益の維持を
図れている。世の中の環境変化は予想しにくいが、当面は現
状維持又はやや良い方向にある（東京都）。

□

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・昨秋以降、近隣の大型コンベンション施設でのイベントや
催事がたくさん入っているため、宿泊は好調を維持してい
る。宴会関係も、秋以降は各種宴会の予約状況が新型コロナ
ウイルス感染症発生前の水準に戻ってきており、２月とはい
え好調が続いている。

□
旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・米など様々な商材の値上がりが続いているため、皆大変で
ある。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・３か月前も好調で、そのまま好調を維持している（東京
都）。

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内旅行は伸びてきているが、海外旅行の動きが弱い。利
益率の高い海外旅行が新型コロナウイルス感染症発生前の半
分にも満たないため、全体的には苦戦している（東京都）。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・取扱額は変わらない。円相場が不安定である（東京都）。

□

旅行代理店（営
業担当）

単価の動き ・夏に向けてヨーロッパ旅行の需要が増えているが、国内旅
行については安価な料金設定の旅行が求められている（東京
都）。

□
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・今年に入り案件の受注数が増加に至っていない状況が続い
ている（東京都）。

□
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・今月は新規案件がなくなり、余り動きがない（東京都）。

□

通信会社（局
長）

販売量の動き ・当地域のサービス加入状況に余り変化はなく、比較的好調
ではあるものの、他地域での加入状況は悪化しており、全体
的には余り変わっていない。社会経済の何らかの影響による
好不況はなく、将来性のあるサービスを出していかないと、
業界的にはじわりと下降線をたどることになる（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入、コース変更共に、無駄を省き必要最小限の選択
をする意識は相変わらず強い。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・景気の影響か、ここ数か月、低価格プランへの加入が増え
ている（東京都）。

□

通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・年末年始の特別な時期を除くと、客はできるだけ無駄がな
いように気を付けているため、購買意欲に変化がない。

□

通信会社（経営
企画担当）

販売量の動き ・物価高が顕著になっており、生活必需品には支出せざるを
得ないため、余暇に関する支出は切り詰めている（東京
都）。

□

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・通信インフラの光ファイバーへの転換が進んでおらず、競
合他社とのサービス劣後を解消できていない（東京都）。

□

通信会社（管理
担当）

来客数の動き ・ＢｔｏＢの動きとＢｔｏＣの動きに増減がある。来客数は
減少の動きだが、法人は堅調なところもあり、良しあしが並
ぶ（東京都）。

□

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・資材高騰や為替関連の影響を直接受けるわけではなく、ま
ずは取引先に影響があり、遅れて当社にやってくる（東京
都）。

□
ゴルフ場（従業
員）

お客様の様子 ・寒いためか予約が低迷している。

□
パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・インバウンド効果はあるものの、全体的な来客数はそれほ
ど伸びていない。

□

競輪場（職員） お客様の様子 ・場内の飲食店で半額キャンペーンなどを行うと売上が一時
的に上がるが、客から通常もこのくらいの価格にしてほしい
等のリクエストが来る。なかなか遊ぶお金に余裕のない感覚
になってきたようである。他の公営競技に比べ、ターゲット
である層が20代前後と若いため、仕方ない。

家計
動向
関連

(南関東)
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□

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（従業
員）

お客様の様子 ・大きな変化はない（東京都）。

□

その他レジャー
施設［複合文化
施設］（財務担
当）

販売量の動き ・値上げラッシュで、米やガソリン価格の上昇が沈静化しな
い（東京都）。

□

その他レジャー
施設［総合］
（経営企画担
当）

単価の動き ・単価の動きは引き続き堅調に推移しており、３か月前と比
べて大きな変化はない（東京都）。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・全体的に寒かったため、来店頻度が鈍っている。

□

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

単価の動き ・仕入価格の上昇傾向がやや収まっている。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・年度末に向かっているが、ほぼ例年どおりで推移してい
る。前年末と比較しても景況感は変わらない。

□
設計事務所（職
員）

それ以外 ・例年この時期は官公庁の発注が増えるが、特段の変化はな
い（東京都）。

□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・相変わらずインバウンド増加のため、ホテル稼働率は好調
である。収益物件の反響は以前と変わらない。物価や金利が
上がっているが、富裕層の収益物件取得需要は高い。２極化
が進んでいる。

▲

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・当店自体の売上はたまたま３月末での引っ越しや建て替
え、新築の話があり、以前よりやや上向きだが、周りの同業
者などの話を聞くと、かなり厳しい（東京都）。

▲

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・寒波の影響で外出が減り、用事がない限り出歩かない。

▲
一般小売店［酒
類］（経営者）

お客様の様子 ・生活に必要な様々な物が値上がりしており、し好品として
の酒類は節約モードのように見受けられる。

▲

一般小売店［書
店］（総務担
当）

競争相手の様子 ・長引く物価高の状況において、他社は価格を抑えたり、割
安なパッケージプランの販売を行うなどして、取引先の財政
状況が厳しいなかでも売上を辛うじて維持している。それに
対し、当社は従来の価格を変更していない。利益を確保した
いが、他社との価格かい離がこれ以上発生すると、現在の売
上も維持できなくなるため、価格転嫁が難しい（東京都）。

▲
百貨店（企画宣
伝担当）

販売量の動き ・食料品の値上げなどが消費者心理に影を落としている。本
当に必要な物以外は買い控えムードがある。

▲
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・様々な物が値上げされている。

▲
スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・値上げや野菜類などの価格高騰から、販売点数の減少が顕
著になっている。

▲
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・近隣に競合店が１店出店したため、やや悪くなっている。

▲
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・近隣大型スーパーとの競争が激しさを増し、来客数、売上
共に大幅に減少している。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・コンビニを複数店舗営業しているが、ネームバリューが余
りないのか、来客数が前年並み以上に取れていない。客入り
が戻っていないのか、当店のブランドが知られていないの
か、分からない。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・前月に引き続き、米価高騰などによる主力商材の価格改定
の影響を受けているのか、店舗によっては買上点数が落ち、
売上が前年を下回る日もある（東京都）。

▲

コンビニ（従業
員）

お客様の様子 ・客から、物価が上がり、欲しい物を買えなくなってきたと
いう声を聞く。買う物や食べる物を減らしたりしている様子
がうかがえ、物を買えなくなっている状況では景気が良く
なっているとはいえない。生活必需品ですらそのような状況
である。最低限必要な物は買えるようにしてほしい。

家計
動向
関連

(南関東)
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▲
衣料品専門店
（従業員）

来客数の動き ・物価高により消費が鈍化し、来客数が減っている。客のお
金の使い方が大分シビアになっている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・物価上昇の影響でやや悪くなっている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・新規の受注発生が少なくなっている（東京都）。

▲

乗用車販売店
（販売担当）

単価の動き ・一部の車種において、数万円から数十万円価格を引き上げ
るという話がある。特に、軽自動車などでは数十万円となる
と全体の10％を軽く超える値上げのため、客の賃金が上がら
なければ、車の売行きは悪くなる。景気も徐々に悪くなって
いく（東京都）。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・来店するのは予算がなく中古車を購入する客ばかりである
（東京都）。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・水道光熱費や食料品の値上げが止まらず、預貯金額の目減
りが影響しているのか、やや悪くなっている（東京都）。

▲

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・来客数の減少、客単価の下落、ニュースの内容から、やや
悪くなっている（東京都）。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・オフシーズンとなるため稼働率は低下する。例年どおりの
動きなので大きな変動はない。

▲

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・団体旅行において、宿泊、交通、見学、食事の費用が上昇
し続けている。特に、宿泊及び貸切バスの価格上昇が顕著で
ある。旅行費用が増大した結果、例年と比べて参加者が集ま
らずに中止となる事例が増えてきている。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・１日を通して全体的に利用が減少している。昼間や夕方の
利用が以前より減り、夜から深夜はもっと利用が少なくなっ
ている。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・例年どおりだが、やはり２月はサラリーマンを始め、その
他の人々もタクシーでの移動が少ない（東京都）。

▲

通信会社（社
員）

それ以外 ・インバウンドや企業業績の好調さが一般消費者の生活に波
及していない。日用品や食料品などの生活必需品が値上がり
したたまま戻らず、給与の手取り額は目減りしている。消費
者に上向き感が戻らず、引締めや停滞感がまん延している。
社内でも研修や資格取得に私費を投じない傾向が強く、人材
の成長がない。昇給が期待できないため、成長や昇進による
メリットを感じにくくなっており、停滞や後退が続く（東京
都）。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・物価上昇の影響で娯楽への支出を抑制する傾向が強くなっ
ている。

▲
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・年度末に向けて契約満了となる案件が増加しており、３か
月前と比べて悪化傾向にある（東京都）。

▲

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・寒波の影響により、特に夕方以降の来場者が減少してい
る。強風の日が多く、営業に制限が出たことも減少の要因で
ある。来場者数は前年比98％だが、単価は106％となってお
り、値上げの影響はほぼ見受けられない。

▲

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・あらゆる商品の値上げが続いている。しかし、その値上げ
に見合った賃上げ等により個人の所得が増えていないため、
良い状況ではない。

▲

その他レジャー
施設［映画］
（営業担当）

来客数の動き ・集客力のある作品とそうでない作品との２極化が激しく、
企業間でも格差が広がっている（東京都）。

▲

その他サービス
［立体駐車場］
（経営者）

それ以外 ・開店予定が噂された商業施設が、一向にできる見込みがな
い。

▲

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・現在、当事務所では行政の指名競争入札で獲得した仕事が
多く、販売量は余り関係ない。ちょうど入札参加の時期で、
２～３月は非常に悪くなっている。全体の動きとしては、対
応できる人数が少ないことが課題である。営業面については
新規開拓を頑張っている。

家計
動向
関連

(南関東)
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▲

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・建材需要は例年以下となっており、景気の浮揚はない（東
京都）。

×

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今月は来客数が極端に少ない。特に、後半は売上、来客数
共に少なくなっている。

×

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

それ以外 ・一部店舗が閉店したため、悪くなっている。

×
一般小売店［生
花］（店員）

来客数の動き ・２月は本当に悪い。寒さと強風で最悪である。花が全く売
れずどうしようもない（東京都）。

×
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・動きが少ない。

×
衣料品専門店
（役員）

販売量の動き ・１～２月とここ数年で最も売上が悪い。消費者が買い控え
ている。

×

その他飲食［カ
フェ］（経営
者）

来客数の動き ・飲食店はとても悪く、米価高騰や、日用品の物価上昇によ
り、し好品で高単価のコーヒーを買い控えているとみてい
る。以前は低価格商材は動いていたが、今はそれも動かず厳
しい。コーヒー豆卸の動きもとても悪く、不景気である（東
京都）。

×

タクシー運転手 来客数の動き ・例年２月は年明けにお金を使ったためやや悪くなる傾向が
ある。タクシー業界でこのところ顕著に表れているのは、同
業者の法人数が増えて、客を取り合う状態になっていること
である。今後の動きが懸念される（東京都）。

×

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・気温が低いこともあり、来場者数が厳しく、３か月前と比
較すると83％にとどまっている。屋外型施設のため、致し方
ないことではあるものの、集客目的での暖房器具や防寒用具
の貸出しも、光熱費が高騰しているため、利益率の悪化につ
ながるおそれがあり、簡単にはできない。

×

ゴルフ場（経理
担当）

来客数の動き ・２月は降雪もなく、土日祝日に限り一定のプレー需要は
あったものの、来場者の中心が会員であることと、季節要因
もあり、平日の稼働状況は著しく低迷している。２月の平日
はビジター向けに閑散期料金を設定しており、例年であれば
一定のビジター来場があるところだが、今年の落ち込みは近
年みられない水準であり、物価上昇、実質賃金の減少から生
活防衛を意識する動きは強い。止まらない物価上昇により営
業費用はかさむ一方であり、固定費の回収も容易ではない。
特に、冬季は暖房需要のために光熱費の負担が増えるなかに
おいて、１月の燃料油価格激変緩和補助金の縮小が大きな痛
手となっている。「楽しい日本」からは到底かけ離れた状況
にある。

×

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約45％となり、悪い。３か月前
も悪かったが、それと比べても約20％落ち込んでいる。今月
は当社の決算月ということもあり、本来であれば特別キャン
ペーン展開で販売量の増加を目指していたが、住宅ローン金
利上昇による不安が客の動きを止めてしまっている。

◎

その他サービス
業［ソフト開
発］（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・中小企業も価格転嫁ができるようになっている。

○
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・イベント等の注文が増えているが、店頭販売は横ばいであ
る。

○

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑、ゴム印、名刺印刷などをしている。会社設立の件数
が徐々に増えてきており、通常は２～３本のところ、今月は
６本の注文があった。ゴム印についても会社設立に際しての
注文がある。不動産や建築業界が伸びてきている（東京
都）。

○

不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・インバウンドは引き続き増えており、特に中国からの団体
旅行が多くなっている。宿泊需要は引き続き増加が見込まれ
る（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)
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○

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・当社が所有するビルのオフィスへの新規入居を希望するテ
ナントからの問合せが明らかに増えており、成約にも結び付
いている。賃料についても以前と比べ値引き要求が小幅に
なっている（東京都）。

○

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・工業系製造業工場等の取引先からの問合せも増えてきてお
り、取引量も新型コロナウイルス感染症発生前の水準に回復
してきている。

□

繊維工業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・外注加工賃及び原材料費の上昇等、諸経費の増加分を一切
転嫁できない厳しい状況が続いている（東京都）。

□

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・ペーパーレス化が進むにつれ、業種的に状況が悪化してき
ている。受注率も低下している。

□

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年度末に向けて、本来なら受注が若干増えるところだが、
動きが余り芳しくない。

□

プラスチック製
品製造業（経営
者）

取引先の様子 ・アフターコロナは停滞が続き、新企画案件の相談等は回復
傾向にあっても、成就せずに途切れてしまう状況に変わりは
ない。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・見積案件は増えてきているものの、受注にはなかなかつな
がらないため、総体的には変わらない。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年どおりの売上で、可もなく不可もない状況である。こ
れを打破するには一層の技術開発と努力が必要である（東京
都）。

□

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・ＡＩ関連事業の拡大が当社の景気に影響してくるのはまだ
先になる。

□
精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大きな変化はなく、受注量も増えてこない。

□

輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

取引先の様子 ・依然として自動車メーカーの生産販売は順調で、下請企業
の業績も順調である。従業員の人件費アップにも積極的で、
景気の好循環の先導役を果たしている。

□

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・不動産価格が高止まりしており、なかなか流通しない。諸
物価が上がっているのに家賃は上がらないので困っている。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・建築コストと施主の希望価格が折り合わない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・材料価格の高騰がまだあり、４月から生コンクリートが値
上がりするようである。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・解体業では重機や運搬をするための燃料は必須で、原油価
格の高騰はかなり厳しい。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・２月は荷動きが復調している（東京都）。

□
輸送業（経理担
当）

それ以外 ・燃料価格が高騰しており、人件費も増加しているため、収
益が伸び悩んでいる。

□

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・繁忙期が続いているが予想どおりの物量ではない。さら
に、燃料価格の高騰が続いている影響もあり、収益が伸び悩
んでいる。

□

金融業（総務担
当）

取引先の様子 ・運送業等では燃料費や2024年問題による人件費の高騰もあ
り、利益が減少傾向にある。建設不動産業は、資材高騰や人
手不足により受注が受けられないことに加え、戸建て住宅販
売にも徐々に陰りが出てきている。飲食業は、売上が新型コ
ロナウイルス感染症発生前に戻りつつあるものの、人件費高
騰が利益を圧迫し始めている。観光業は、いまだ続くインバ
ウンドの恩恵で宿泊業が好調である。総合的には景気はどち
らともいえない（東京都）。

□

金融業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・製造業における受注状況は依然として低水準で推移してお
り、現状では大きな変化はみられない。先の受注予測に対す
る聴取から、ウクライナ情勢の安定期待などによるある程度
の増加を見込む声を聞くが、時期的なものは不透明であり、
早急な改善を期待できるほどではない。

企業
動向
関連

(南関東)
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□

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・不動産業者の数は市内だけでも100軒以上あるが、共同仲
介という概念が徐々になくなっている。賃貸物件、売買物件
それぞれ自社で扱い、増収につなげる時代になっていくよう
である（東京都）。

□
不動産業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・建設費、人件費の高騰がみられるが、不動産売買価格、賃
料については高値を維持している（東京都）。

□
広告代理店（経
営者）

受注価格や販売
価格の動き

・特に大きな変化はない（東京都）。

□
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・予測よりは良化しているものの、一時的な要素が強い（東
京都）。

□

税理士 それ以外 ・夜10時過ぎに商店街の飲食店を外からのぞくと、以前は満
席だった店でもそこまで入っていない。まだ新型コロナウイ
ルス感染症発生前の客入りには戻っていない（東京都）。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・返済不要の補助金や助成金を活用したい会社が多く見受け

られる（東京都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・物価が上がっているため、客の購買意欲が低くなってい
る。

□

税理士 取引先の様子 ・現状では米国大統領からの関税がどこまで国内経済に影響
するのかみえていない。株価も高止まりしており、今後の金
利は上昇傾向で先が見えない。少数与党での国会運営が景気
にどのような影響をもたらすのかも不透明である。減税だけ
で景気は回復しない。

□

その他サービス
業［警備］（経
営者）

競争相手の様子 ・入札シーズンだが、この物価高のなか、変わらず安価で落
札する業者が多い。何か対策をしないと大変なことになる。

□

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量は例年と変わらない状態が続いている（東京都）。

▲

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・この時期に受注量が減少することは、以前から取引先より
予告されていたため、そのとおりになっている。

▲

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先より中核の物流センターを閉鎖する旨の連絡があっ
た。取扱量の減少とセンターの維持管理費の増大が主因とみ
られる。取引先の状況の厳しさを感じると同時に、今後の動
向が気掛かりである（東京都）。

▲
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年同月と比較して芳しくない（東京都）。

▲
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・資材や燃料費、人件費が高騰しているが、中小企業では価
格転嫁は難しい。

▲

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・金属加工等の中小企業では、諸物価の急激な値上がり、初
任給引上げの影響による人件費の増加など、コスト増加要因
が更に増え、受注高も横ばいからやや減少傾向のなかで苦戦
している（東京都）。

▲

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

それ以外 ・新規物件の見積件数が減ってきている（東京都）。

×

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年２月は受注量が減る（東京都）。

×

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・年度末に向けて見積り等の引き合いが多い時期だが、案件
が非常に少ない。

×
広告代理店（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・広告業界なので、大手民放テレビ局のコンプライアンス問
題が大きく響いている（東京都）。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・外国人労働者への対応など、まだまだ伸び代がある（東京
都）。

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・緩やかな拡大が継続している（東京都）。

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・年間で最も依頼の多い４月採用に向けて、大量の依頼が
入っている。これから求人のピークを迎える（東京都）。

企業
動向
関連

(南関東)

雇用
関連

(南関東)
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○

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・年度末に向けた繁忙期に入っており、企業からの派遣求人
数が増加している。業界、職種問わず全体的に増加傾向にあ
る。人材市場が動いていることもあり、人が流動化してお
り、社員の退職補充としての派遣採用も例月と比べて増えて
いる（東京都）。

○
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・サービス業を中心に求人が増えている。１年以上ぶりに求
人を申し込む事業所も増えている。

□
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・人手不足対策として、業務効率化を推進する企業が増えて
いる。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人依頼が引き続き同程度で推移している。

□

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・４月以降の契約更新タイミングで時給引上げを依頼するも
のの、５％の引上げに抵抗されるケースも多く、今後のス
タッフ確保も難しい状況になっている（東京都）。

□

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・派遣受注数について、前年の伸びと比べると今年は鈍化傾
向だが、前年比105％程度で推移しており、派遣需要は引き
続き良い（東京都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・欠員の依頼がほとんどで、業務量増加に伴う求人数には変
化がない。

□

求人情報製作会
社（経営者）

求人数の動き ・価格転嫁ができないなかで、賃上げや人材不足などの課題
を抱えている状況のまま変わらない（東京都）。

□

求人情報誌制作
会社（営業）

求職者数の動き ・求職者の動きとしては例年どおりで、求人数は多くなって
いるため、求職者にとっては仕事を選びやすい状況にある
が、景気が良くなっているとはいえない。現状、上向きか下
向きかは判断が難しいが、米やガソリン等あらゆる物の価格
が上がっているなかで、景気の良さはとても実感できない。

□

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・企業側の採用意欲は高まっているものの、転職希望者側は
一段落しつつあるように見受けられる。良い条件を出さない
と転職希望者が集められなくなっている（東京都）。

□
求人情報誌製作
会社（所長）

周辺企業の様子 ・求人活動に対して後ろ向きである。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新規求人数は前年同月比で増加している。業績は順調では
あるものの、原材料、人件費等のコストが増加している。求
人しても思うように人が集まらないという声が多く聞かれる
が、都内近郊のタクシー会社では応募者が集まり過ぎて車が
不足したために、求人をストップしたという事例もある。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・管内企業の直近３か月の新規求人数は前年同月比で3.1％
増加しているものの、求人充足数は0.4％減少しており、採
用活動は横ばいである（東京都）。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・求人と採用決定の状況は余り大きく変わっていないが、悪
くはない（東京都）。

□
学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・就職に対する意欲の低下が見受けられる（東京都）。

▲
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・物価の上昇が止まらない（東京都）。

▲
職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・求人はあるもののミスマッチが目立ち、採用に結び付かな
い。

×

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・今まで経験したことのない最悪の状態で、倒産、廃業が相
次ぎ、募集するところがない。募集は運送業、介護業界など
に限られている。

雇用
関連

(南関東)


